
  

 

グリーンコープ連合は１９８８年に 

設立されました。 

今では各府県でグリーンコープ生協となっ 

ていますが、そうなるまでにはそれぞれの 

歴史があったようです。 

（島根）も中部生協として設立し（一昨年 

６０周年を迎えました）、まいにち生協を経て、 

２００２年正式にグリーンコープに加入しまし 

た。連帯の力でより多くの仲間を迎え、福祉、 

でんきの共同購入など運動を拡げることができ 

ました。 

９３年には当時の理事長の皆さんが「夢ヲか 

たちに」を起草されました。 

そ   この冒頭は『元気な子どもの笑顔、家族の 

健康、窓辺にこぼれる柔らかな日射し、 

小鳥の鳴き声、私たちの願いはこのささ 

やかな、そして基本的な希望が子どもた 

ちの未来にまで続いていくことです。～』 

と書かれています。 

いつの時代も私たちの願いは変わっ 

ていません。この願いをかなえていく 

ために、この節目の年も元気に 

活動していきます。 

これまでの感謝も忘れずに♡ 

 

３月理事会報告（201８.３.１６開催） 

・２０１７年度組合員活動総括(案)について ・産直たまご生産者「井上養鶏場」との取引終了 

について ・第６７回通常総代会について             …などを協議しました。 
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今年度、グリーンコープは３０周年を 

迎えます。『３０ｔｈ ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ あり 

がとうこれからも』をキャッチフレーズ 

に、シンボルキャラクター「緑の精」も 

登場し、各単協、共同体全体で、おまつり 

や商品開発などに取り組んでいきます。 

 

 

 

生産者、メーカーさんとの交流はもち 

ろん、地区委員会のブース、生協の商品 

を使ったスイーツなどの販売も・・・。 

ハンドマッサージなども計画中なので、 

ゆっくりと一日をお過ごしください。 

今後、詳細を検討していきますが、ス 

タッフとしてお手伝いいただけるボラン 

ティアさんも募集していく予定です。 

一緒におまつりを盛り上げて下さる方、 

待っていてくださいね。 

私たち組合員が生協の主役である 

ことを実感していきましょう！！ 

 

（島根）も１１月にお祝いの 

お祭りを計画しています。 

１１月１０日（土） 

朱鷺会館（出雲市西新町）  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

〇田中さんのオフグリッド生活    

CO2 排出量は、一般家庭に 

比べ―８９％達成。 

２０１３年から岡山の自宅で電力会社に頼ら

ず、太陽光パネルと独立電源システム生活をし

ている。送電線はつながっていない。水道管も

なく水は井戸から供給。 

〇電気需要について 

全体の電力消費量のうち、家庭は 

約２割。大部分が事業者による産業 

消費。日本の家庭は世界的にも省エネ！日本の

家庭のエネルギー消費は先進国の中で最も少

ない。原発が稼働しなくても電力は足りてい

る。足りないのは１年間 8,760 時間のうち５

時間程度だけ。電力消費のピークが出るのは

「夏場・平日日中・午後２～３時・最高気温を

記録するとき」だけ。 

〇太陽光発電による送電ロス 

電圧を高める装置をつけないと、送電 

ロスで電力はほとんど消えてしま 

う（ある地域では街から２ｋｍ離れた場所で太

陽光を設置したが、街へ届くまでに消えてしま

っている） 

→ではどうしたらいいの？太陽光発電した電

気を一旦バッテリーに入れて自宅で使う。つま

り、自給する仕組みをつくればいい。 

〇電気を地域自給する 

今までのエネルギー社会は石油 

社会で上から下へお金とエネルギー 

が流れてきた。これからの社会は、仕組みを変

えて、下から上へ流れる自然エネルギー社会と

して地域単位の社会をつくることが可能。電化

製品を買い替える時は「省エネ製品」！これか

らは電気消費を少なく、バッテリー少なく、発

電も少なく。「太陽熱温水器」はおすすめ！ 

 

〇各地の取り組み 

カリフォルニアなど海外では 

「デマンドサイドマネジメント」 

（消費サイドに管理かける）が積極的に推進さ

れている…消費を減らす側に電力会社がお金

を配る。（例えば省エネ電化製品に買い換えた

ら電力会社からお金をもらえる、など） 

「自エネ組」自分たちでエネルギーを自給して

いるチーム…全国で４３か所は独立電源で発

電、また１９か所は設置予定。 

北九州市の八幡東区では、自分たちで発電し

た電力を蓄電池へ一旦集め、それを需要に合わ

せて再配分するという事業に取り組んでいる。   

電気代は需給状況に応じて変動し、普段は電

気料金１４円／kw、ピーク時は７５円／ｋｗ

と 5 段階に設定して実施。ピークになることを

電気利用者に前日伝えると、２６．４％の需要

削減効果が見られたという。 

学習会の最後に、グリーンコープに対して 

「グリーンコープがこれからも電気に取り組

むならもっと先のビジョンをもってほしい。 

グリーンコープが各地域で独立して小さく

発電し、家庭へ電気を届ける仕組みをつくっ

た方がいいと思う。」 

…とお話くださいました。 

 

 

 

脱原発運動に取り組まれてきた講師の田中優さんより、電気需要の現状

や電気の地域自給についてお話いただきました。 

 

１人１人が電気についての理解を深め、 

自分のこととしてどう行動に移すのか 

を考えるきっかけとなる時間となりました。 

 

 

ガス代が大きく減る。これからはそれぞれの地

域で発電、それぞれの地域で売電、それを各家

庭で使う方向へ。 



 

 

伊達理事が出店しているお店の向かいに cafe スペースを設け、 

ホットプレートでウィンナーとベーコンポテトを焼くと、たちまち 

香ばしい香りが通りかかる人の足を止め、「何がありますか？」 

「何時からですか？」と興味を持ってくださり、5 分早めてのオープン 

となりました。 

駅はやはり人の通りも多く、グリーンコープを知らない人にも気軽 

に来てもらいやすい場所であり、「毎週しておられますか？」と聞かれ

る方や、構内管轄の職員の方にも「定期的にオープンしてください」と

言ってもらえ、次につなげていきたいと思いました。 

こちらは 19名の参加。 

今回はどちらも手のかからない試食品を用意していたのでスタッフ 

の負担も軽く、来てくださった方へは 300 円の材料費でランチの 

ようなセットができ大変喜んでいただきました。 

 

cafe らしい雰囲気に会場を仕上げたら、20 名様分の試食の用意。 

すると、オープンして間もなく、赤ちゃん連れの若いお母さん二人 

が来店。 

そうです！ここは、健診なども行われる会場なので、乳幼児健診の 

時にチラシを見て来てくださったのです。 

広瀬町はまだまだグリーンコープを知らない方が多い地域。 

そこに、一番乗りで未組合員であるお母さん方に来ていただいたこ 

とは、とても大きな成果があるなと嬉しく、喜びました。 

その後は、よく来てくださる組合員の方、当職員の方など 12名 

の参加となりました。 

 

新しい年が明け、今年最初のイベントは前年度も好評だった 1day cafe.。 

今年は安来の玄関、安来駅構内とそこから 20 分ほど離れた広瀬町の二か所で行いました。 

 

今年もいろんなイベントを企画していきますので、 

楽しみにしていてください！！ 

 

 



 

 

 

今年の春のわくわくパーティーは、１年間の地区委員の活動報告、グリーンコープでんきの取

り組み、３０周年のお祭り開催ＰＲ、新登場の粉せっけんのお話をしました。 

 

地元、出雲市のメーカー「渡邊水産」の渡邊一社長直伝の干物の料理教

室を、「JA しまね くにびき地区本部 Ｓａｎ・ｓａｎ館」にて行いまし

た(#^.^#) 

 

その後にみんなで井上養鶏場の

安心安全な卵を使ってパンプリン

とヨーグルト入りケーキ作りをし

ました。 

グリーンコープの食材の話にも

花が咲き「安心安全の食材での料

理がとても良かった」「簡単レシピ

でとても参考になった」などの感

想をいただきました。 

井上養鶏場からの新鮮な卵と手

作りプリンのお土産もあり、みん

な大満足でした。 

 

 

これからも、渡邊水産さんの美味しいお魚をいただきながら、

至福の時を過ごしたいです❣ありがとうございました(*^-^*) 

次回、渡邊水産の ㊙ レシピを載せます。お楽しみに(‘◇’)ゞ 

干物の話を聞きながら、渡邊水産さんの「目

からウロコ！」のレシピを教えてもらいました。 

 

実は色々な活用方法がありました💛 

捨てる所なんて無いんです！ 

 干物の話ごはんがすすみます。「ひや汁」をごはん

にかけると、何杯でも食べれるんです‼ 

 

アジのふりかけ 

アジのひや汁 

アジのアラスープ 

キスミンチのてんぷら 

穴子の天ぷら 

笹カレイの焼き 

  

 



        

     

                 

 

この食堂を運営して、“どの世代も他者とのふれあいや繋がりが嬉しかったり

するんだな”と気づきました。食材の提供や寄付、ボランティアも、毎回いろ

いろな方に賛同いただき感謝しています。 

今後も実情に合わせた、みなさまに支持される「居場所」になればいいなと

思っています。 

はまだこども食堂実行委員会 代表 細川豪 

グリーンコープ連合では、フードサポート事業に取り組んでいます。 

フードサポートは、生命（いのち）を育む食べものを通して、人と人が協同し、相互

に助け合いをつくり続けていく活動です。食品を寄贈いただく方々、食品の力によっ

て社会的弱者の生命（いのち）を支える福祉団体が、顔の見える関係性の中で集い、

食を必要としている方々を助けます。 

 

はまだふれあい食堂 

開催日 毎月第 3土曜日 11:30～12:30（食育体験は 10:00～11:00 過ぎまで） 

場所  民宿しまや（浜田市国分町６００） 参加費 子ども１００円 大人３００円 

 

もともとはお父さん、お母さんが忙しくて、おうちで一人でご飯を食べな

ければいけない子どもの「孤食」をなくす取り組みとして始まりました。 

はじめてみると、子どもたちだけではなく、地域のお年寄りをはじめ、幅

広い世代の方々が参加してくれて、四世代の交流の場になりつつあります。 

ボランティアも来場者と会話を楽しんで、また相席になれば横の方ともふ

れあいが生まれ、毎月の常連さんも多くなってきました。 

  

この食堂では、食育体験を実施しています。1 月はオモシロマシュマロ 

デコ体験、2 月は恵方巻き、3 月は簡単クッキー作り体験をしました。 

ボランティアのお母さんたちが講師になって毎回数人から 10人程度の 

子どもたちが一緒に作ります。“自分で作ったものを自分で食べる”今の 

子どもたちには必要で、きっと将来役に立つと思っています。 

食べたらいつも部屋の中か、天気がよければ外で遊びます。ボランティアも一緒になって遊びます。 

 

ある男の子、毎回来てくれていましたが、どうにも浮かない顔・・・ 

お母さんがポロっと「この子、不登校で・・・」 

ある女の子、一人で歩いてきて、11時からボランティアの片付けが 

終わる 15 時過ぎまで一緒にいて、一人で帰っていきました。外で 

二人でシャボン玉をしている時に家庭の事情が垣間見えました。 

いろいろあるなと・・・「次回は友達とおいで」なんて軽はずみに言えません。毎回「居場所に

なりきれていないのではないか」という気持ちと向き合いながら、できる限り受け止めてあげ    

るしかありません。毎回試行錯誤しています。 

 



            

 

 

ごまドレ愛用していま

すが、もう少しラベルが剥がしや

すいと嬉しいです。 

（せめてケチャップくらい） 

濡らさなくても剥がせるシール

がいくらでもありそうですがいか

がでしょうか？ 

 

 

 

 

注文書は限られたスペースにより多くの商品を

記載できるようにしています。注文書は最終的に

機械を通過して注文が確定するようになっていま

す。回収をした注文書は配送担当者が必ず、汚れ

の付着等がないかを点検しますが、仮に特別申込

み欄に商品名を記載できるようになったとして

も、その特別欄の数字とカタログの中の商品が一

致するかという点検までは、現在の職員体制では

時間的に困難な状況になっています。 

組合員の皆さんには、お手数をお掛けしますが

提出前に今一度数字の確認をしていただきますよ

うお願いしたいと思います。ご理解、 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

届いた商品の中に注文した 

はずのない商品がありまし 

た。ナゼ？と思いカタログ

を確認すると、特別申込み欄記入の商

品でした。注文したはずの商品がなか

ったので、申込番号を間違えたのだと

思います。 

できましたら特別申込み欄に商品名

を記入するスペースを作ってもらえた

らと思うのですが…今までに何度か違

う商品が届いたことがありました。 

今回は「９０７９」と 

書いたつもりが「９０７２」 

の商品でした。 

 

いつもお世話になります。ごまドレおいしいですよね。

ご愛用ありがとうございます。 

  さて、ごまドレのラベルについてですが、ラベルは洗び

ん工場で剥がすので、そのまま出してください。ごまドレ

だけでなく、リユースびん全てについてラベルはそのまま

で大丈夫です。 

ラベルがついていると、返ってきたびんがリユースびん

かどうかがすぐに分かるということもありますので、ご遠

慮なくそのまま返却してください。 

 

いつもは納豆はグリーンコープさんでは 

買わず、タレのついていない（下仁田納豆 

かな？）をスーパーで買っています。先日グリーンコー

プさんで北海道産大粒納豆を頼んで食べたところ、とて

もおいしかったのですが、タレが添付されているので捨

てることになります。その都度いつもタレを捨てるのは

とてもイヤです。でも使いません。やっぱりスーパーで

買うしかない？せっかくおいしい納豆なのに。 

以前住んでいた神戸で利用していた灘生協ではタレ

なしのものがありました。グリーンコープさんでも検討

していただけるととても嬉しいです。 

以前はグリーンコープの納豆にも

“たれ無し”はありましたが、組合員

さんから、「たれ有りにして欲しい」

との要望が数多くあがり、たれ付きに

なったという経緯があります。 

  この度いただいた意見を「商品要

望」として商品検討委員会へ繋げてい

きますが、上記の経過がある為、実現

できるかは分からないことをご理解

いただければと思います。 

 



 

 

今は目の前の今日一日を精一杯働くことで手

一杯なものですから。先のことは全然分かりま

せん（笑）。 

望みとしては感性を研ぎ澄ませていけるよう

に自分の基礎を大切に培養できれば問題はあり

ません。 

日々が愛で救われます様に願っています。 

島根県大田市大田町で洋菓子店 

Bon Bon Voyage を経営しています。 

当たり前のことを当 

たり前にきちんと守る 

…『お客様のお口に入 

る』という事実が全て 

の根源であると。 

摂取しない方が良い材 

料は絶対に使用しないと。小さなお子様が食べて

も大丈夫な商品だけを作らなければいけないの

だと。その為には何をすべきか。素直な心で菓子

と対峙することが基本であると。その為には自分

自身が素直な心で当たり前の事を当たり前にき

ちんと守る他に無いなと思っております。 

基礎基本しかないのです。仕事でも人生でも要

点は同じだなと感じています。 

「基本に忠実であれ」と思っています。 

妻が先にグリーンコープに加入しており、

家庭内でも第一子の誕生を機に妻が率先して

『食』への関心と、『食の安全』について学ん

でいく姿に影響を受け、私自身も『食』・『安

全な素材』というものに対して今まで以上に

意識が高まっていきました。 

更に私が洋菓子店を独立開業するタイミン

グも相まって、お客様（特にお客様の大切な

小さなお子様や私たちの子ども）に偽り無く

きちんとした材料で商品を提供しなくてはい

けない責任を改めて重く感じておりました。  

多様にある原材料の中で一番慎重に厳選し

ていたのが『牛乳』でした。Bon Bon Voyage

の生命線である牛乳に選んだのがグリーンコ

ープの『ノンホモ パスチャライズ牛乳』で

した。妻に取り寄せてもらい、試作した結果、

想像以上のサンプル品が完成しましたので、

私もグリーンコープに加入しノンホモを使わ

せて頂いております。 

注意点 

 マークのないびんは回収していません。 

マヨネーズ・りんごジュース・チョーコーの調味料のびんなどは 

回収していません。 

※生協では、リユースびんでないびんは有料で処分しなければ 

なりません。 

取れにくいキャップは無理して取

らなくていいです。びんに傷が付い

たらリユースできなくなります。 



 

    

 

                                                                                                                                                        

お名前             コース           ＴＥＬ    －   －      

※いただいた個人情報は、広報誌および組合員活動にのみ使わせていただきます。 

配送担当に提出ください。 

 

浜田市竹迫町 1901－21 FAX,電話（0855）23－6647  営業時間：火～金 10 時～18 時 

Email pompom.gc.shimane@olive.plala.or.jp             土   10 時～15 時 

２月より、浜田市弥栄町の高橋農園よりほうれん草・小松菜・リーフレタスが入

荷しています。高橋農園は、「低硝酸態窒素」の野菜を作っておられます。 

まだ聞きなれない言葉かもしれませんが、ヨーロッパなどでは数値の規制が始ま

っています。「低硝酸態窒素」の野菜には、「こども野菜」というシールがついてい

ますので、皆さん気にして見てください。pompom には火曜日に入荷しますので、

是非利用してください。 

これから「低硝酸態窒素」の野菜を作られる仲間がどんどん増えます♪ 

 

ワイパーゴムは使っているうちに劣化した

り、硬くなったりします。ゴムが柔軟な状態

でないと十分な働きができません(―_―)!! 

 

梅雨の季節の前に点検をおススメし

ます♪ お問い合わせ、お待ちしてい

ます(*^^)v 

 

名前：錦織 良樹 
担当：配送担当 

（浜田センター） 
出身：出雲 
趣味：ゴルフ、釣り 
 

「冬ですごい雪の日に組合員さんから温かい

コーヒーをもらいました。寒すぎて心が折れか

けていた時だったのですごく嬉しかったです。

ありがとうございました！！」 

―-休日はどのように過ごしてますか？ 

「ゴルフをしたり、イカ釣りに行っています。

ゴルフはなかなかうまくなりません。イカ釣り

は春になってから、また行こうと思っていま

す。」 

―-組合員さんにひとこと、どうぞ。 

「組合員さんの生活の一部としてお役に立て

るように頑張りますので、これからもよろしく

お願いします。」 

―-すきなＧＣ商品・おすすめ商品を教えて 

ください。 

「玉ねぎ黒酢ドレッシングです。今まで食べたド

レッシングの中で一番美味しいと思いました。サ

ラダがすすみます。」 

―-組合員さんとの関わりの中で、心に残ったエ

ピソードがあれば教えて下さい。 

 

 

mailto:pompom.gc.shimane@olive.plala.or.jp

